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前  奏 黙想 

讃 美 歌  62 主イエスのみいつと 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  詩編 19:8~11 

         ヨハネによる福音書 8:15~16 

讃 美 歌  467 おもえばむかしイエスきみ 

説  教 『 裁くな、裁かれよ 』 

祈  禱 

讃 美 歌  333 主よ、われをば 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 539 あめつちこぞりて 

祝  禱   後  奏        

 

「人を裁くな、あなたも裁かれないようにするためである(ﾏﾀｲ 7:1)」。山上の説教のよく知られてい

るイエスの戒め。だから私たちキリスト者は、何かと裁きがちな人間の癖が気になってしまい、「裁き・

裁かれる」ことに敏感だ。それでは、裁かないことと、黙って見逃すことでは何が違うのだろう。 

「あなたたちは肉に従って裁くが、わたしはだれをも裁かない(ﾖﾊﾈ 8:15)」とイエスは言った。加え

てこうも言う。「しかし、もしわたしが裁くとすれば、わたしの裁きは真実である。なぜならわたしは

ひとりではなく、わたしをお遣わしになった父と共にいるからである(8:16)」。裁くのか裁かないのか、

いったいどっちなのだ。肉に従った裁き(8:15)とは何か。善悪や秩序、事柄の整合性など、一定の基

準によって一方を正とし、一方を誤とする分類。「裁く(krino)」という言葉は「分ける」と同義語。 

イエスは人間が定めた基準、つまり「肉」では裁かない(8:15)。「もしもわたしが裁くとすれば共に

いる父」の、いわば「真実の作用(8:16)」が裁きとなる。実際それはどんなことなのか。「イエスのこ

とで群衆の間に対立が生じた(7:43)」。イエスのことで「ファリサイ派の中で～意見が分かれた(9:16)」。

イエスの話をめぐって「ユダヤ人たちの間にまた対立が生じた(10:19)」。イエスは神と共にあって忠

実にふるまい、忠実に語った。するとその場がざわめく。群衆の間に、ファリサイ人の間に、ユダヤ

人(権力者)の間に、硬直した秩序に波風が立つ。「神の言葉」はあらゆる層の偽りを照らし出す。 

イエスに出会う者は自ずと「裁かれる」。どんな立場であろうとも自分の正義が揺さぶられる。権力

的な政治はもちろん、市民運動も裁かれる。組織としての教会も裁かれる。イエスだけの特別な業で

はない。生ける神の言葉を担うキリスト者によって、人々は内側から裁かれる。私たちは外部の安全

な足場から、他者を裁くのではない。私たちの中に生きる神の言葉が、内側から私たち自身を裁く。 

「あなたたちは肉に従って裁くが、わたしはだれをも裁かない(8:15)」。私たちは肉によって裁かな

いようにしよう。だがイエスに倣って忠実に語り、忠実にふるまう時、その場が裁かれる(8:16)。す

るとどうだろう。周囲の人々は口をつぐみ、緊張が走り、さざ波が立つ。いいじゃないか。私は幾度

かそんな場に居合わせた。誰かがイエスに倣っていた時が多く、私がイエスに倣ったこともあった。 

奥義である十字架や復活はひとまず横に置いておき、「裁き」が起る現場を見てみよう。姦通の女を

四方から責め立てる者たち(8:3~5)にイエスは言った。「あなたたちの中で罪を犯したことのない者が、

まずこの女に石を投げなさい(8:7)」。裁かれたのは女ではなく、裁く者たちであった(8:9)。イエスの

言葉は律法に即したものではない。だが底意ある(8:6)宗教権威者(8:3)でも、己が内に響いた「神の御

心」によって自らを裁く結末になった。彼らがその後、逆恨みをしたか、悔い改めたかは分からない。 

「主の律法は完全で、魂を生き返らせ、主の定めは真実で、無知な人に知恵を与える(詩編 19:8)」。

魂が生き返る時、心に喜びが起り目に光が与えられるが(19:9)、そこには裁かれる痛みも伴うだろう。

「主の畏れは清く、いつまでも続き、主の裁きはまことで、ことごとく正しい(19:10)」。主の裁きは

私たちを永遠に清める。それは「多くの純金にまさって望ましく～蜂の巣の滴りよりも甘い(19:11)」。 

ひとまず横に置いた十字架だが、裁かれても私たちは、十字架によって「赦される＝解き放たれる」。 

出来事は個々の事情や経緯で多層的になっている。表面の事象は正誤できても底から納得できまい 

そのただ中で 十字架の言葉のみを語れ 重苦しい波風には希望がある 裁かれて変化する希望が 

本日礼拝後に役員会。またカレーの日です。どなたでも遠慮なく食べて下さい。牧師の動き:10/4

聖書のおはなし(YMCA)、10/6刑務所で教誨、山梨宗教者懇話会。10/7ダルク三支援会の集会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


